
市立砺波総合病院  広報誌

市立砺波総合病院 〒939-1395　富山県砺波市新富町1番61号
TEL 0763ｰ32ｰ3320（代表） FAX 0763ｰ33ｰ1487（総務課）
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1　患者さんの権利を尊重します
1　信頼できる医療を提供します
1　医療の安全を追求します
1　優しい医療を行います
1　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします

わたくしたちは　市立砺波総合病院の職員であることを
誇りとし　愛と奉仕の精神のもとに　病気で悩める人々
を癒すことに互いの心を結集し　この憲章を定めます

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院

理　念

各
科
だ
よ
り

　

認
知
症
予
防
に
期
待
を
込
め
て 

精
神
科

　

無
痛
分
娩
に
つ
い
て 

産
婦
人
科

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
存
知
で
す
か
？

大
規
模
な
地
震
発
生
時
に
お
け
る

　
　

 

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
15
回
Ｔ
Ｑ
Ｍ
大
会

院
長
伝
言
板

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
お
あ
し
す
」だ
よ
り
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つ
い
に
富
山
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
開
始
！

特集
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富
山
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

運
航
開
始
！

富
山
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

　
　
　
　
　
運
航
開
始
！

富
山
県
全
域
と
岐
阜
県
飛
騨
地

域
北
部
を
運
航
し
ま
す
（
図
）。

原
則
と
し
て
年
間
休
み
な
く
運

航
し
ま
す
。
安
全
の
た
め
運
航

は
日
中
の
み
で
あ
り
、
視
界
不

良
な
悪
天
候
や
強
風
時
に
は
運

航
を
中
止
し
ま
す
。

119
番
通
報
の
内
容
か
ら
消
防
機

関
が
一
定
の
判
断
基
準
の
も
と

に
、
重
傷
傷
病
者
が
発
生
す
る

よ
う
な
事
故
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
急
を
要
す

る
病
気
と
判
断
し
た
場
合
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
富
山

県
立
中
央
病
院
に
要
請
し
ま
す
（
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
）。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
そ
の
要
請
を
受
け
て
５
分
以
内
に
病

院
を
離
陸
し
ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
向
か
う
先
は
直

　

富
山
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
８
月
24
日
か
ら
運
航

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
38
番
目
、
46
機
目
の

導
入
で
す
が
、
北
陸
で
は
初
の
導
入
に
な
り
ま
す
。

富
山
県
は
元
々
コ
ン
パ
ク
ト
な
県
。
救
急
車
が
救

急
要
請
を
受
け
て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

時
間
や
病
院
に
搬
送
す
る
ま
で
の
時
間
は
全
国

１
、
２
位
の
早
さ
で
し
た
。
し
か
し
、
病
院
ま
で

遠
い
地
域
で
は
時
間
が
か
か
り
、
治
療
の
開
始
が

早
け
れ
ば
救
え
た
は
ず
の
命
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
導
入
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
医
療
機
器
や
医

薬
品
を
搭
載
し
、
医
師
と
看
護
師
（
フ
ラ
イ
ト
ド

ク
タ
ー
・
ナ
ー
ス
）
が
同
乗
し
て
い
ま
す
。
基
地

病
院
で
あ
る
富
山
県
立
中
央
病
院
に
常
駐
し
、
救

急
隊
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
を

10
分
以
内
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
病
院
ま
で
遠
い
地
域
か
ら

の
搬
送
時
間
を
短
縮
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
重

症
患
者
さ
ん
に
対
し
て
現
場
か
ら
い
ち
早
く
治
療

を
開
始
す
る
た
め
の
医
療
チ
ー
ム
の
デ
リ
バ
リ
ー

シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
一
刻
一
秒
を

争
う
病
気
や
外
傷
患
者
さ
ん
の
救
命
率
の
向
上
や

後
遺
症
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
運
航
範
囲

運
航
範
囲

22
運
航
時
間

運
航
時
間

33
運
航
の
実
際

運
航
の
実
際

接
の
現
場
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
を
乗
せ
た
救
急
車

と
合
流
す
る
た
め
の「
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
」で
す
。

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
砺
波
市
内
に
は
35
、

砺
波
医
療
圏
に
は
計
95
箇
所
の
公
園
、
運
動
場
、
学

校
の
校
庭
な
ど
が
予
め
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ついに
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医
療
チ
ー
ム
は
救
急
車
内
で
必
要
な
診
察
と
処

置
を
行
っ
た
あ
と
、
患
者
さ
ん
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

内
に
移
動
し
病
院
に
運
び
ま
す
。
搬
送
さ
れ
る
病

院
は
、
基
地
病
院
で
あ
る
富
山
県
立
中
央
病
院
の

ほ
か
、
現
場
に
よ
り
近
い
地
点
に
あ
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
搬
送
可
能
な
病
院
が
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー

に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
（
表
）。
当
院
は
利
便
性

の
高
い
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
有
し
て
い
る
た
め
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
て
１
ヶ
月
の

間
に
既
に
5
件
の
搬
送
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
近
く
に
着
陸
す
る
場

合
に
は
速
や
か
に
待
避
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
離
着
陸
時
に
は
吹
き
降
ろ
し
の
強
風

や
騒
音
が
発
生
し
ま
す
。
物
が
吹
き
飛
ば

さ
れ
な
い
よ
う
注
意
願
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
は
主
に
公
共
施
設
が
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
ラ
ン

デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
も
っ
と
多
く
な
れ
ば

多
く
な
る
ほ
ど
、
発
生
現
場
と
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
距
離
が
短
く
な
り
、
医
療
チ
ー

ム
は
早
く
治
療
を
開
始
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
相
応

し
い
場
所
を
有
す
る
市
民
の
皆
様
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

患者さんの受け入れ先病院

・基地病院である富山県立中央病院にそのまま
搬送する場合もありますが、基本的には当院
のような同じ医療圏内の対応可能な病院に搬
送します。

　○黒部市民病院

　○国立大学法人富山大学付属病院

　・富山赤十字病院

　・富山県済生会富山病院

　○富山市立富山市民病院

　・八尾総合病院

（○は敷地内にヘリポートを有する病院です）

市
民
の
皆
様
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　・富山県厚生農業協同組合連合会高岡病院

　○高岡市民病院

　・独立行政法人地域医療機能推進機構
　　　　　　　　　　　　　高岡ふしき病院

　・富山県済生会高岡病院

　・射水市民病院

　○公立学校共済組合北陸中央病院

　○市立砺波総合病院

　　南砺市民病院



認
知
症
予
防
に
期
待
を
込
め
て

認
知
症
予
防
に
期
待
を
込
め
て

酒
井
　
義
典

各 科 だ よ り
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精
神
科

米
ぬ
か
か
ら
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
サ
プ
リ
メ
ン
ト

米
ぬ
か
か
ら
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
サ
プ
リ
メ
ン
ト

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
発
症
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
仮
説
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
の
過
剰
蓄
積
を
発
端

と
し
、
そ
の
毒
性
に
よ
り
神
経
細
胞
が
徐
々

に
変
性
し
死
滅
し
て
い
く
こ
と
で
発
症
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
仮
説
に
基
づ
く
研

究
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
発

症
す
る
20
年
ほ
ど
前
か
ら
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の

蓄
積
が
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
早

期
の
段
階
で
抑
止
で
き
る
医
薬
品
は
未
だ
存

在
し
な
い
た
め
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
凝
集
を

抑
制
す
る
効
果
を
持
つ
米
ぬ
か
由
来
の
フ
ェ

ル
ラ
酸
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
医
療
に
新
風
を
吹
き
込
み
全
国
に
名
を

轟
か
せ
て
い
る
名
古
屋
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
河
野
和
彦
先
生
は
、
30
年
に

及
ぶ
自
身
の
認
知
症
治
療
技
術
を
体
系
化

し
、
コ
ウ
ノ
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
公
開
し
普
及

活
動
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
プ
リ
メ

　
10
年
後
の
2
0
2
5
年
に
は
認
知
症
患
者
が
700
万
人
前
後
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約

1
/
5
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
益
々
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。現
在
、認
知
症
治
療
薬
は
4
種

類
あ
り
、一
つ
を
除
い
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
み
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
ら
の
薬
剤
は
発
症

後
の
症
状
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
が
、予
防
効
果
を
示
す
確
か
な
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
今
回
は
、認
知
症
の
大
半
を

占
め
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
関
し
て
、予
防
も
し
く
は
発
症
の
遅
延
が
期
待
で
き
そ
う
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
食
用
油
に

関
す
る
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

はじめに

良
い
油
で
認
知
症
予
防

良
い
油
で
認
知
症
予
防

ン
ト
の
活
用
を
処

方
哲
学
の
一
つ
に

掲
げ
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症

を
始
め
と
す
る

様
々
な
認
知
症
疾

患
の
治
療
に
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
春
よ
り
当
科
で
も
同
先

生
が
推
奨
さ
れ
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
外
来
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
当
科
外
来
で
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
る
に
は
ま
だ
時
間
を
要
し
そ

う
で
す
が
、
予
防
効
果
を
期
待
し
て
私
の
両

親
と
私
自
身
も
毎
日
服
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
ブ
ー
ム
は
昨
今
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
最
近
ω
（
オ
メ
ガ
）

3
脂
肪
酸
と
い
う
言
葉
を
テ
レ
ビ
で
耳
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ω
3
脂
肪
酸
は
、
魚

油
に
含
ま
れ
る
E
P
A
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ

エ
ン
酸
）
、
D
H
A
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸
）
お
よ
び
ア
マ
ニ
油
や
エ
ゴ
マ
油
に
多
く

含
ま
れ
る
α
リ
ノ
レ
ン
酸
な
ど
の
総
称
で
あ

り
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
、
動
脈
硬
化
を

予
防
す
る
働
き
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
サ
ラ
ダ
油
（
リ
ノ
ー
ル
酸
系
）
の
害
悪

に
関
す
る
書
籍
は
多
数
出
版
さ
れ
て
お
り
、

金
沢
大
学
の
脳
科
学
専
門
医
・
医
学
博
士
で

あ
る
山
嶋
哲
盛
先
生
も
著
者
の
お
一
人
で

す
。
サ
ラ
ダ
油
を
加
熱
す
る
こ
と
で
生
じ
る

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ノ
ネ
ナ
ー
ル
は
強
い
酸
化
力
を

持
ち
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
特
に
弱
い
と
さ
れ

る
海
馬
（
記
憶
の
中
枢
）
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
ま
す
。
山
嶋
先
生
は
、
自
身
の
長
年
の
研

究
に
裏
打
ち
さ
れ
た
独
自
の
理
論
（
カ
ル
パ

イ
ン
・
カ
テ
プ
シ
ン
仮
説
）
と
ヒ
ド
ロ
キ
シ

ノ
ネ
ナ
ー
ル
と
の
関
連
か
ら
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
発
症
に
関
す
る
新
説
を
提

唱
し
、
サ
ラ

ダ
油
の
不
使

用
や
良
質
な

油
（
ω
3
脂

肪
酸
）
の
積

極
的
な
摂
取

に
よ
り
神
経
細
胞
を
酸
化
ス
ト
レ
ス
か
ら
守

る
こ
と
が
、
同
疾
患
の
予
防
に
繋
が
る
と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
の
家
庭
で
も
サ
ラ
ダ

油
は
一
切
使
用
せ
ず
、
加
熱
す
る
場
合
は
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
ご
ま
油
、
米
油
を
、
生
食

用
に
は
ア
マ
ニ
油
、
エ
ゴ
マ
油
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
フ
ェ
ル
ラ
酸
含
有

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
予
防
効
果
だ
け
で
な
く

薬
物
療
法
と
の
併
用
に
よ
り
発
症
後
の
症
状

改
善
に
も
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
の
紹
介
が
な
い
と
ご
購
入
い

た
だ
け
な
い
も
の
で
す
の
で
、
ご
興
味
が
お

あ
り
で
し
た
ら
お
気
軽
に
当
科
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
食
用
油
に
関
す
る
詳
し
い
情
報

は
、
山
嶋
先
生
の
著
書
を
ご
購
読
く
だ
さ

い
。
科
学
的
な
内
容
で
あ
り
な
が
ら
と
て
も

分
か
り
や
す
く
勉
強
に
な
り
ま
す
。
先
生
の

お
す
す
め
の
食
用
油
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
紹

介
も
あ
り
ま
す
よ
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に



・看護師などが自宅を訪問し、病気や障害に応じたケアを行います。
・家族が介護を続けられるよう相談にのり、助言や指導をします。
・かかりつけ医に相談しながら、指示に従って医療処置を行います。
・緊急時や急変時は、24時間365日体制でサポートします。
・医療保険でも介護保険、労災、公的扶助もご利用になれます。
・乳幼児から高齢者まで年齢に制限はありません。

地域包括支援センター、総合病院地域連携室、ケアマネージャー、病棟の看護師さん、
砺波市訪問看護ステーション（32ｰ7055）まで、お気軽にご相談ください。

ステーションの１日をご紹介します。

朝のミーティング

夕方のミーティング

訪問先へ出発

戻りました

利用者宅へ到着

病状観察・ケア

●ご質問・お問い合わせは

  6



大規模な地震発生時における
　　　　　を想定した訓練を
　　　　　行いました。
　平成27年8月23日（日）大規模災害時において迅速で効率的
な人命救助がおこなえるよう、複数医療班の総括及び指揮系統
の確立を図り、消防と医療機関及び関係機関が連携を密にし、
災害時に万全の体制で対応できることを目的とした砺波市総合
防災訓練が行われました。当院においても、同日、災害拠点病
院として医療救護活動を迅速かつ円滑に行い、災害発生時にお
ける初動医療救護体制の充実と強化を図るための災害拠点病院
訓練を行いました。

　午前8時00分に富山県西部を震源と
するマグニチュード7.2の直下型地震
が発生し、砺波市内では震度６弱を観
測、複数の木造家屋が倒壊し多数の傷
病者が発生。
　非常事態宣言発令、各部門設置後、正
面玄関に傷病者が多数押し寄せてきた。

※今回の訓練には、高岡市民病院DMAT、
厚生連高岡病院DMATが参加されま
した。

市立砺波総合病院は、砺波医療圏唯一の災害拠点病院です。
いつ何時発生するか分からない災害に備え、これからも万全の態勢を取っていきます。

災害想定

暫定災害対策本部では、災害対策本部が設置されるまで全体の
指揮をとります。

速やかに暫定災害対策本部が
設置されます。

災害対策本部には院内外の
様々な情報が集約されます。
それらを基に、院内全体の総
括指示を行います。

その後、正式な災害対策本部が
設置されます。

トリアージ後、それぞれ設定
された場所にて治療が行われ
ます。

ＤＭＡＴは災害現場での医療
だけでなく、院内での診療補
助、広域医療搬送を行います。

ＤＭＡＴが到着しました。

治療エリアへ変わります。

正面待合は、

地震を覚知した職員が
病院へ集結します。

重症度や緊急度に応じて適切
な処置や搬送が行えるよう、治
療の優先度を決定（トリアー
ジ）する部門が設置されます。
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1.当院では、病気を克服しようとしておられる患者さんの人権を尊重し、その経済的・社会
的地位、年齢、性別、疾病の種類などにかかわらず平等で最良の医療を提供します。

2.当院では、患者さんと一緒に病気を克服するために、患者さんが既に実施された診療の
内容と、これから行われようとする検査、及び治療の目的、方法、内容、危険性、治療の見
通し及び、これに代わる他の治療法について十分説明し、さらに患者さんの治療に対す
る希望もお聞きし、相互の理解を得た上で、医療を行います。

3.当院では、患者さんの希望があれば原則として、患者さん本人にカルテを開示いたしま
す。また、他の医療機関にかかり意見を求めるためや、他の医療機関に移られるときには
全ての情報をお渡しします。

４.当院では、患者さんのプライバシーを守るために、患者さんの承諾なく当院の医療従事
者以外の第三者に患者さんの情報を開示いたしません。

５.患者さんの権利には義務と責任が伴います。

以上を守り診療することを約束いたします。

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

『患者さんの権利を守るために』

土・日・休日および年末年始

市
立
砺
波
総
合
病
院
　
広
報
誌
　
お
あ
し
す

2
0
1
5
・
秋
号

　「おあしす」では、これまで
各科外来・病棟看護師が行っ
ていた、入院に関する手続
き・持ち物の説明・お薬の確
認・入院案内を始めて１年に
なります。
　わたしたちスタッフは、今後も患者さんが、
安心して入院していただけるよう努力してい
きたいと思います。心配なこと、相談ごとがあ
れば、お気軽にお声をかけてください。
　また、入院、退院時にお荷物を運搬される
際にカートのご利用の希望があれば、一声
かけてください。

院長伝言板院長伝言板
70歳以上の5人に
一人が栄養失調？！

　食の欧米化によるメタボが強調されるあまり、肉の食
べ過ぎは悪で、粗食こそ長寿の秘訣だとお考えではあり
ませんか？　この思いが強いためか、今や元気そうな高
齢者の5人に一人が栄養失調だと報告されています。特
にタンパク質不足は、認知症や寝たきりになりやすいな
ど健康寿命を縮める可能性が高いことが分かってきまし
た。魚や大豆でも、タンパク質をとることはできますが、
肉は鉄分や脂肪など、ほかの栄養も一緒にとれるうえ、
必要なたんぱく質を効率よく摂取できます。高齢者こそ、
タンパク源として「肉」を食べましょう。

患者総合支援センター

だより
患者総合支援センター

　当院では、職員全員が日頃より環境整備のための改
善に取り組み、病院全体の医療サービスの質の向上を
めざしたTQM（総合的医療内容管理）活動を継続し
ており、各職場における改善活動とその成果の発表の
場として、毎年TQM大会を開催しています。
　今年7月18日に開催した第15回TQM大会では、
「『まごころ』に根ざした連携」の院長方針のもと、
新生児蘇生システムの構築や医療廃棄物の分別収集、
救急待合室の問診スペース設置などの改善活動とその成果について、10サークルが発表しました。
　最優秀賞には、松葉杖の適正な貸し出しと管理について、2年間継続して改善活動に取り組み、返
却されない松葉杖0％を目標達成したサークル「のっぽさんとつえってい」の発表が選ばれました。
このようなTQM活動を通じて、今後とも、皆さんに安心して通院・入院していただけるよう、医療
サービスの質の向上に努めてまいります。

最優秀賞を受賞された「のっぽさんとつえってぃ」


